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日韓社会における成人 
―冠礼の時系列的考察―

金　　　泰　虎
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はじめに

本稿では、日韓社会における人生儀礼の冠婚葬祭の中で、とりわけ冠礼に関して時系列
的に考察を行い、その変遷の内容を追究する。そこで、冠礼に至るまでの仕来り、冠礼を
行った成人に求められる義務と権利、そして今日の成人に対する親や社会の認識も踏まえ
て日韓比較分析を行うのが、その目的である。

従来、冠礼に関する韓国の研究は、冠礼がどのように行われたのかの観点に立った式次
第をめぐる研究が多い (1)。一方、前近代から今に至るまでの時系列的変遷の観点に立った
冠礼の意味合い、義務と権利、そして成人に対する親と社会の認識に関する、とりわけ日
韓比較視点の研究はないに等しい (2)。要するに、近代国民国家成立期以降、成人をめぐる
兵役、教育、そして投票といった義務と権利を一体化した観点に基づいては論じられてい
ない。

ところで、前近代の日韓において冠礼をめぐる用語は多岐に亘っており、「元服」、「加
冠」、「初冠」とも言われる。女の子に限っては「笄礼」、特に日本の公家の女子は「裳着（も
ぎ）」、または「着裳（ちゃくも）」とも称した。しかし、本稿における考察のほとんどは
男性の冠礼に関わる内容であることを、予め断っておきたい。

現代的意味としての冠礼の式典は、日本では「成人式」、韓国では「成年式」、そしてカ
レンダー（Calendar）には、その祝いの日をもって、日本では「成人の日」、韓国では「성

년의 날（成年の日）」と記す (3)。
一般的に冠礼を終えた人に対して、日本では「成人」、韓国では「成年」という傾向に

あるが、日本の民法では韓国と同様、「成年」と記している。以下では、日本に関わる用
語は成人、韓国は成年と記すことにする。

今日、日本では冠礼（成人式）を行った人は成人という反面、親や社会の人々は大人と
いう意識も持っており、成人は大人という等式観念がある。一方、韓国では冠礼（成年式）
を行って、すぐ親や社会の人々にとって成年という意識は弱く、大人の「어른（オルン）」
という意識はないに等しい。しかし、日韓の成人と成年に法律的には様々な義務と権利が
発生し、一人前の「大人」ないし「オルン」として扱われる。
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ところで、前近代の日韓では人生儀礼の冠婚葬祭の中で、特に冠礼は省いたりして軽ん
じられることもあった。つまり、身分の高い人々は冠礼を行う傾向にあったが、一般民衆
は省くことが多かった。本来、冠礼は婚礼と非常に密接な関係にあり、前近代では冠礼を
行うと、成人・成年として見なされ、婚礼を済ませると大人と認められた。要するに、冠
礼を行ってからの婚礼は成人の状態で大人になり、冠礼を省いての婚礼は未成年から成人
になることである。

一般的に冠婚葬祭は文字通り、冠礼、婚礼、葬礼、祭礼という時系列の順序に基づいた
人生儀礼である。しかし、止むをえず、その順番が逆さまになるケース（Case）もある。
例えば、戦場で戦死したという通報をうけ、遺体を収拾することができないため、葬礼（葬
式）を行わず、戦死者の実家では祭礼（法事、祭祀）は行うことがある。その後、遺骨発
掘で身元が判明し、葬式を行う。これは、明らかに祭祀が先立って行われ、後で葬式を行
うことである。

また稀ではあるが、韓国では婚礼を行わず独身の状態で死去した年ごろの男の霊魂を
もって「몽달（モンダル）鬼神」といい、葬礼が終わってから同じく独身で死んだ女性と
霊魂結婚をさせる風習がある (4)。これも葬礼と婚礼の順番が逆になることである。しかし、
冠礼と婚礼は、その順序をかえることはない。それは冠礼と婚礼という２つの儀礼には成
人、大人という異なる２つの意味合いが含まれているためと考えられる。

そこで本稿では、日韓の前近代から今日に至るまでの時系列、つまり近代国民国家成立
期、そして日本の敗戦（韓国の解放）という大きな区切りをもって、それぞれの時期に行
われた冠礼の特徴を分析する。そのもとで成人及び成年をめぐる仕来りの変遷、親と社会
の認識、大人という意識も用いて生物学的年齢に基づく成人と成年に求められる法律的義
務と権利を明確にする。

１．前近代の日韓社会における冠礼と仕来り

（１）日本
日本では、いつ頃から冠礼を行うようになったのか、定かではない (5)。しかし、前近代

では公家貴族や武士階級を中心に冠礼を行ったりしたが、多くの民衆は省く傾向にあった。
前近代の冠礼としては、源義経（1159～1189）を取り上げることができる。彼は鎌倉幕

府を開いた源頼朝の異母弟、源義朝の九男として生まれ、承安4（1174）年3月3日の桃の
節句に、現在の滋賀県蒲生郡竜王町の鏡の宿で冠礼を行った (6)。幼名は、牛若丸と名付け
たが、11歳の時に現在の京都市左京区にある鞍馬寺に預けられ、稚児名を遮那王と名乗っ
た。

ところで、前近代の冠礼は「総角」と呼ばれる髪型に変え、大人の服に改めて冠親が冠
をつけた。武家の場合は、烏帽子親が烏帽子をつける加冠を行った。江戸時代の頃からは
公家を除き、武家、庶民の間では冠礼の時に烏帽子をつけず、前髪を剃って月代にするこ
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とだけで済ますようになった。なお、それまでの幼名を廃して元服名を新たに付けるが、
烏帽子親の偏諱を受けることが多かった。

女の子の場合は、地味な着物を着て、日本髪の髪形を丸髷、両輪、または先笄に替え、
冠礼の前よりさらに厚化粧をし、鉄漿親（かねおや）から「お歯黒」を付けてもらい、引
眉する。そこで、「お歯黒」は付けるが、引眉しない場合は半元服と呼ばれた (7)。ちなみに、
時期を特定するのが難しいが、冠礼に用いた用品がわかる絵巻が残っている (8)。

源義経の11歳の冠礼からみるように、前近代の日本では生物学的年齢の20歳に行ったわ
けではない。概ね５歳から20歳の間、冠礼を行うのが適切だと判断した場合に行った。つ
まり、その冠礼の時期は家庭の事情、冠礼当事者の発達程度などを総合的に鑑みて決めた。

（２）韓国
朱憙（1130～1200）が書いた冠婚葬祭に関する内容の『朱子家礼』は、高麗時代の末期

に伝わった (9)。しかし『高麗史』によると、かなり早い段階の高麗時代の光宗16（965）
年に王太子の元服礼、つまり冠礼を行ったと記している (10)。

その後、儒教を国家の統治理念とした朝鮮時代（1392～1895）には、礼でもって社会を
治める、つまり礼治社会を実践するため王朝側から冠婚葬祭の四礼を執り行うよう勧め
た。しかし、四礼が「家礼」と言われるように、とりわけ冠礼は家ごと、ないし家門（門
中）別に行う儀礼であった (11)。つまり、権力側から礼治社会の実現を目指し、冠礼を含
む四礼を行うよう勧めてはいたが、権力側の儀礼ではなく、あくまでも家礼であった。

朝鮮時代の中期以降、儒者によって『朱子家礼』に基づく数多くの諺解書、解説書、注
釈書が書かれた (12)。そこでは四礼の儀式に関することがきめ細かく記されている。ちな
みに、『国訳増補四礼便覧』では冠礼の式次第、ことに冠礼に用いる品々を図説している (13)。
しかし、冠礼を行ったのは、主に王族及び両班（貴族層）であり、多くの民衆は省くのが
一般的であった (14)。庶民が冠礼を行う場合、結婚の１週間前か、３日～４日前に行うこ
とがあったとされる (15)。

そこで、前近代の韓国において、冠礼にたどり着くまでの仕来りについて触れることに
する。生まれた赤ん坊は、免疫力が低いこともあり、子供を守るため、家の門の前に「금

줄（グムジュル）」（禁縄）を掛けた (16)。つまり「グムジュル」というのは、家族以外の人々
の出入りを禁じることによって、病原からの赤ん坊への感染を予防し、命を守る意味合い
があった。

前近代には、多少、大きくなった子供、つまり幼児の死亡率も高かったため、幼児の死
亡に対する用心は怠らなかった。そこで、名（本名、真名）とは別途に幼名や児名を付け
たり、また「개똥（ゲットン）」（犬の糞）、「돌（ドル）」（石）、「바위（バウィ）」（岩）、
あるいは弥勒菩薩に託す形で「미륵（ミルク）」（弥勒）というあだ名も付けたりした。例
えば、日本語の「ちゃん」に当たる接尾辞の「―아（ア）、―야（ヤ）」を付けて、それぞ
れ「개똥아（ゲットンア）」、「돌아（ドラ）」、「바위야（バウィヤ）」、「미륵아（ミルガ）」
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と呼ぶ。この風習は、子供の死亡は神様に召される、すなわち神様が子供に目星を付けて
呼んでいくと信じたからである。特に、男の子を中心に誰も関心を持たないような糞、石、
岩のあだ名を付けたり、逆に偉大な存在の弥勒菩薩に託したりした。冠礼を行って成年に
なると、「字」をつけたりした。

そこで、「諱」、「字」、「号」について、簡単に説明を加えることにする。「諱」は本名、
つまり「真の名」の意味である。東アジア漢字文化圏では貴人や死者に対しては本名で呼
ばない習慣があり、転じて「諱」は死去してからの名という意味合いになる。その意味で、
日本では「諱」を「忌み名」とする。一方、韓国では人が生きているときの本名は、「銜」
と言う。そして、「字」は冠礼に伴ってつけたりし、「字」があれば本名はあまり呼ばず「字」
で呼び合う。さらに、「号」は「諱」と「字」以外につけて親しく称しうる名であるが、
文人や芸術家がよく用いる傾向にある (17)。この「諱」、「字」、「号」は、前近代の日本で
もほぼ同じく用いられた (18）。

ところで、王族及び貴族と庶民の間で冠礼を行うかどうかはもとより、神様が目星をつ
けない、あるいは偉大な神の名に託すような呼称、さらに諱・字・号を用いるなどの習慣
は、民衆の中で一律に行われたことではなく相違もあった。

兎も角、前近代の韓国でも日本と同様、冠礼は生物学的年齢とは関係なく行い、冠礼を
行わず年齢を重ねても成年扱いはしない (19)。

次の「書堂図」からは、朝鮮時代の後期における冠礼の一断面を確認することができる。

「書堂図」

（国立中央博物館所蔵）

この「書堂図」は、朝鮮時代の図画署の画員である金弘道（1745～1806 ？）が描いた
絵で、当時の子供が勉強する様子をリアル（Real）に表している。書堂とは、朝鮮時代に
初等教育を担った教育機関である。

絵の中で、テーブル（Table）の奥に座っている訓長（先生）を中心に、９人の生徒が座っ
ている。訓長に背中を向けて子供が泣いているが、恐らくテーブルの右に置いている鞭で
叩かれたためであろう。その理由は定かではないが、宿題をしてこなかったか、勉強の態
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度が良くなかったか、あるいは勉強が捗らなかったかなどが考えられる。
絵では右の列の奥に座っている１人の生徒だけの頭の様子が他の生徒と異なる。この男

の子は、「상투（サンツゥ）」（丁髷）に「갓（カッ）」（帽子）をかぶっている。冠礼に伴っ
て異なってくる髪型の総角については稿を改めることにする。この外形が異なる１人の生
徒は、すでに冠礼を済ませた様子である。一方、残りの８人の生徒は髪の毛を結い垂らす

「댕기머리（デンギモリ）」なので、冠礼を行っていない未成年である。絵における生徒の
年齢は、多少のばらつきはあると考えられるが、初等教育機関の書堂に通っていることか
らほぼ同じ年頃の子供であると見なして差支えはない。取りも直さず、同年代であっても
１人は他の生徒に先立って冠礼を行った成年であり、場合によっては婚礼まで済ませた大
人の「オルン」とも見なされる。

前近代の韓国では、男の子が冠礼または婚礼を行うと、髪の毛を結い垂らしている状態
の「デンギモリ」から「サンツゥ」や「カッ」の容姿に変わる。幼い頃は男女ともに髪の
毛を結い垂らす「デンギモリ」であるため、外見で男女の区別はしにくい。そこで、服の
襟と紐の色彩で区別しており、男の子は藍、女の子は朱色を着用した。冠礼を済ませた成
年と未成年とは、髪型、服装だけではなく、社会の認識や待遇、言葉使いに至るまで大き
な差があった。例えば、未成年者が跪いて挨拶をすると相手の大人は座ったまま挨拶をう
けるだけだが、成年者が挨拶を行うと相手の大人もともに頭を下げてお辞儀をする。そし
て言葉使いも未成年者には「－ 해라（ヘラ）」（せよ）調であるが、成年者には「－하게（ハ
ゲ）」（しなさい）調に変わる。

特に女の子は、冠礼を行うと、髪の毛を巻き上げて「비녀（ビニョ）」（簪）を刺すため、
女の子の冠礼に対しては「笄礼」ともいう。女の子は、冠礼や婚礼に伴って外見的に髪の
毛を「デンギモリ」から巻き上げて「ビニョ」を刺す容貌になる。

前近代の日韓社会では、冠礼に加えて婚礼、とりわけ早婚の風習があり、たとえ８歳で
も、12歳でも結礼を行えば、その時点から大人である。冠礼や婚礼を行う時期は、一律の
生物学的年齢に基づくものではなく幅が存在する。その意味で生物学的年齢には重要な意
味をもたない。

日韓の冠礼に関する詳細に多少の相違はあるが、髪型を変え、冠礼以前に付けていた幼
名を改め、服装も子供服ではなくなるという点の共通性がある。しかし、日本の女の子の
冠礼に当たって「お歯黒」を付ける仕来りは、韓国では見られない風習である。

２．近代国民国家成立期の日韓社会の変革と若者

（１）日本の場合
前近代の日本、とりわけ江戸時代に限ってみていくことにする。当時、冠礼や婚礼を控

える男子は、若者組のもと地域社会での生きる術を身に付けた (20)。そこで若者組とは、
地域社会において一定の年齢に達した地域の青年を集め、地域の規律や生活上のルール
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（Rule）を伝える土俗的な教育組織である。つまり、地域社会が若者に対する冠礼という
儀式はともかく、成人になる術を身につけさせる学校のような集まりや組織をもってい
た。冠礼を行ってから権力側が成人に求める義務はあまりない。その若者の集う名称は、
若者衆、若者仲間、若者連中、また集まる場所を青年宿、若衆宿、若者宿、若勢宿、寝宿、
泊り宿、若宿、おやしょ、小屋など地域によって様々である。しかし、近代国民国家成立
期になると (21)、江戸時代とは異なる形で改革を進め、若者を取り巻く環境、つまり成人
に国家が求める義務が発生してくる。

明治政府は、明治９（1876）年、『太政官布告』(22) を出して、法律的に生物学的年齢の
満20歳が「丁年」、つまり「成人」と定めた。明治29（1896）年には『民法』(23) を制定し、
同じく満20歳を「成年」と定めた。

次に、明治政府は国民皆兵制のもと富国強兵を国家命題とし、各種の教育制度を始めた。
明治₅（1872）年に「学制」、明治12（1879）年には「教育令」を公布し、翌年の明治13（1880）
年には「教育令」の改正を行った。引き続き、明治19（1886）年には第１次「小学校令」(24)

が公布された。その内容は小学校を尋常小学校と高等小学校の２段階にし、いずれも４年
間の修業年限であるが、前者の尋常小学校の₄年間は義務教育とすることであった。明治
23（1890）年には第２次「小学校令」、そして教育勅語に基づく全国的に統一かつ組織化
された青少年教育の必要性が自覚された。さらに、明治33（1900）年に第３次「小学校令」、
さらに明治40（1907）年に「小学校令」の改正、1941年には「国民学校令」に変わった。
1947年よりは「学校教育法」が施行され、今に至っている。

ちなみに、明治₇（1874）年、小学校への就学率は男児46％、女児17％、総計平均で
32％、明治16（1883）年51％、明治25（1892）年55.1％、明治33年81.5％、そして明治38（1905）
年は95.6％であった (25)。

このように、近代国民国家成立期に近代的学校制度を導入し、学校が教育機能を果たし
ていたため若者組は衰退していく要因となった。もう一つの要因は、西洋の思想の影響を
受けた教育者から夜這いなどの若者の風習が倫理的な批判を受けたためである。地域に
よっては若者組が明治期から昭和期に発足する青年団に再編され、現在もその名残を保っ
ているケースもある。

明治期からは学校教育を受けた若者、つまり成人に江戸時代の兵農分離という兵制では
なく、国民皆兵制のもと軍隊の入隊を求めたのである。軍隊は、近代国民国家を支える一
つの要で、西洋式軍隊の影響である。成人に入隊を求める根拠となった「徴兵令」は、明
治₆（1873）年に陸軍省から発布された後、太政官布告によって何度か改定が繰り返され
た。明治22（1889）年、法律として全部改正され、国民の兵役義務を定めた (26)。その後、
1927年の全部改正の際には名称が「兵役法」に変更され (27)、1945年に敗戦によって廃止
された。

ところで、近代国民国家成立期から日本では家庭や地域社会ではなく、国家が主導して
冠礼を行うようになった。若者の教育は従来の若者組より近代的学校制度のもとで行わ
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れ、法律で生物学的年齢の20歳を成人と定めた。さらに、基本的読み書き、そろばんがで
きる学校教育を終え、成人となった人には兵役という義務を課した。要するに、明治政府
は近代的学校教育、生物学的年齢の成人、国民皆兵制による徴兵を一体化した (28)。近代
的軍隊の義務を果たすためには、学校教育が必要だったのである。裏を返せば、富国強兵
という近代国民国家の目標のもと日本の国民皆兵制を支えたのは、学校教育と生物学的年
齢の成人ということだった。

一方、国家は成人に義務だけではなく、投票権という権利も与えた。その先駆けとして
明治22（1889）年、大日本帝国憲法及び衆議院議員選挙法が公布され、一定以上の納税を
する25歳以上の男子に選挙権が与えられた。その後、数回の改正を経て、1925年にも同じ
く25歳以上の男子だけに選挙権が与えられた (29)。その権利が20歳よりは少し高く設定さ
れているが、成人という延長線上で考えられる。

このように、近代国民国家成立期に明治政府は学校教育を修業した成人の男性に対する
諸制度を新設し、その中で兵役を求めた。この新制によって従来の冠礼の仕来り、ことに
冠礼に伴う外見の変化というのも消え始めた。特に散髪脱刀令、いわゆる断髪令 (30) とも
言われる法令が出された。この法令により髪型は自由にして良いとのことだった。これを
契機に西洋式の髪型と服装に変わりはじめ、従来の冠礼にみる髪型、服装とは関係がなく
なった。ちなみに明治６（1873）年には、明治天皇が西洋式髪型の散髪を行った。

（２）韓国の場合
すでに触れてきたように、前近代の韓国、とりわけ朝鮮時代には礼でもって社会を治め

るため、王朝側が民衆側に冠婚葬祭の四礼を行うよう勧めた。しかし、冠礼は家系、ない
し門中で行う行事である。一般的に冠礼は一定の生物学的年齢は関係なく、家系や門中、
そして冠礼当事者の状況を考えた上、適切な時期に行った。例えば、家系の喪中、忌明け
していない、門中に凶事がある場合、そして当事者の体調が優れていない場合などは冠礼
を行わないのである。

朝鮮時代の冠礼に生物学的年齢は重要ではないが、王朝側は兵農一致、つまり良人皆兵
制 (31) のもと軍役を課する時は生物学的年齢の16～60歳の良人に軍役を求めた。ここで16
歳は、冠礼を行う平均年齢であると考えられる。つまり、王朝側が軍役を賦課する際は、
成年というのを念頭においた一定の生物学的年齢の基準である。

次に朝鮮時代にも近代の学校教育に近い教育機関はあったが、近代国民国家成立後の読
み書きができる国民教育という観点ではなく、ごく一部の子供が官僚になることを目指す
科挙試験絡みの教育であった。その意味で近代的学校教育とは教育の目的が異なる。

朝鮮王朝は、近代国民国家成立期に自力で先進文物を取り入れ開化をすることができ
ず、列強の影響下におかれ、結局は日本の植民地支配（1910～1945）の道を歩んできたが、
解放（1945）まで学校教育と兵役は日本と異なる状況であった。近代国民国家成立期の大
韓帝国では、近代的学校教育に関して甲午更張（1894）による「教育立国詔勅」、引き続
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き「乙未改革」（1895）による「小學校令」が出され、近代的変革を標榜した。なお、こ
の時期には宣教師や先覚者による西洋教育が導入され、近代的学校教育が始まるが、教育・
成年・兵役という日本国内における意味合いはなかった。乙未改革の中で断髪令が出さ
れ、一般の人々に先立って高宗（在位1863～1907）が「サンツゥ」を切り落とし、西洋式
の髪型が始まった。断髪令による西洋式の髪型、そして西洋式の服装によって伝統的冠礼
に伴う外見の変化はなくなった。

ところで、1910年から韓国は日本の植民地支配下に入り、次第に日本によって徴用・徴
兵といった強制が発生してくる。その際、法律的には韓国人にも日本人と同じ規定を設け
ていたが、教育はそうでもなかった。つまり、植民地支配下の韓国の成年は日本とは異な
る扱いで、学校教育・成年・兵役ということが強くは結び付けておらず、学校教育を要件
とはしなかった。

このように、近代国民国家成立期から日本社会では生物学的年齢に基づく西洋の影響が
強く、成人の基準は一律に生物学的年齢に変わり、大きな意味を持つようになる。一定の
学校教育を終えて、生物学的年齢に達している成人に課せられる義務の兵役というのが一
体化している。しかし、日本の植民地支配下の韓国社会では学校教育・成人・兵役の一体
化という総体概念は薄い。当時、日韓の共通点としては、西洋式の髪型と服装に変わりつ
つあったため、冠礼に伴う髪型と服装の変容は感じにくくなった。つまり、髪型と服装と
いう外見から成人であるかどうかの区別はつかなくなったのである。

３．今日の日韓社会における成人をめぐる意識

（１）日本社会
日本では、明治29（1896）年の『民法』第４条（成年）「年齢20歳をもって、成年とする」

という生物学的年齢の基準を、そのまま受け継いで現在に至っている。1946年に公布され
た日本国憲法は、第15条３項に「公務員の選挙については、成年者による普通選挙を保障
する」としながら年齢は法律で定めることにしている。

1948年には、「国民の祝日に関する法律」を制定 (32)、その中で冠礼を祝う日を「成人の日」
と称し、休みの日の「国民の祝日」に定めた。その法律の第₂条によれば、「おとなになっ
たことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝いはげます」ということを趣旨としてい
る。

その「成人の日」の日にちの変更の経過は、以下の通りである。

（表１）日本の「成人の日」の変遷（2015年現在）
番号 記念の日にち 変更内容 制定 施行 法律

① １月15日　　　 － 1948年 1948年 「国民の祝日に関する法律」第178号

② １月第２月曜日 日にち 1998年 2000年 「国民の祝日に関する法律の一部を改正す
る法律」第141号
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（表１）でみるように、制定した当初の「成人の日」は１月15日であった。この１月15
日は、伝統的には「小正月」である。しかし、2000年から「成人の日」を月曜日指定に変
えた。それは一部の「国民の祝日」を、従来の日付から月曜日に移動させるハッピーマン
デー（Happy Monday）制度によるものである (33)。

１月第２月曜日の「成人の日」に基づいて、新成人の対象者を割り出すと、毎年１月８
日から14日までの間に該当する人である。つまり、前年の「成人の日」の翌日から「成人
の日」まで生まれた人である。

この「成人の日」に合わせて、日本では各自治体は成人になる男女を集めて式典を開く。
しかし、毎年のように対象者の成人が式典の壇上に上って式を妨害したり、また式典が終
わってから酒を飲んで暴れたりするのをマスコミ（Mass Communication）の報道によっ
て接することができる。成人としての責任意識より自分勝手にできる年齢という意識が強
いため、式典の場で暴れたり、式典を終えてから騒いだり、酒を飲んだりすると考える。
これは一人前の成人が一人前ではない行動をする矛盾を露呈している。しかし、法律的か
つ社会的には生物学的年齢に基づいて一人前の成人と見なし、大人として扱う傾向にあ
る。家庭によっては「お年玉」をあげないなどで成人や大人扱いをする。

ところで、『民法』第737条には「未成年者は婚姻できるが、未成年者の婚姻には父母の
同意が必要である」と定めている。要するに、民法の成年、つまり冠礼は結婚できる年齢、
親の許可なしでも結婚できる年齢と結び付けているのである。

しかし、未成年者であっても親の許可のもと結婚できる生物学的年齢も明示しており、
第731条には「男は18歳に、女は16歳にならなければ、婚姻をすることができない」とし
ている。父母の同意があれば、男は18歳、女は16歳で結婚できるため、20歳の成人になり、
自由に結婚できるまで男は２年、女は４年の前倒しになる。さらに、第753条には「未成
年者は婚姻により私法上において成年者として扱われる」と決めており、成人の前倒しと
言える。

日本では、法律的かつ生物学的年齢の基準に基づく成人であっても自立できない人がい
る。いわゆるニート（Neet：Not in Employment, Education or Training）という存在で
ある。学校にも行かず、就職しようともせず、職業訓練も受けない若者で、2000年代から
日本で社会問題になっている。そしてフリーター（Freeter）、つまりフリーアルバイター

（Free ＋ Arbeiter の造語）は定職に就かずアルバイト（Arbeit）などで生活費を得てい
る若者で、内閣府は、15～34歳までの学生、主婦を除く若者のうち、正社員以外で働く人
と、働く意志はあるが無職の人と定義している。ニートとフリーターは、いずれも経済的
に自立していないため親と同居し、その保護のもと生活しているのがほとんどである。こ
とに団塊世代の親がニートとフリーターの子供を多く抱えていると言われる。

前近代の日本では、冠礼と結婚の時期は各家庭で判断してきたが、近代国民国家成立後
は国家がその判断基準を示すことになる。国民国家成立期から敗戦の時点まで機能してい
た兵役が成人の義務から外れるようになった。要するに、学校教育を受けて生物学的年齢
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の成人に兵役を求めるという一体化の概念は、その相関性が薄くなった。それは日本が敗
戦国であるため、1945年以降、基本的に軍隊を持たないことによって兵役義務が外れる。
つまり、国民皆兵制による兵役を果たす義務がなくなり、兵役と強く結ばれていた学校教
育という意識が解除される。その代わり、成人には民法に規定される条文が強い意味合い
をもち、意識させられることになったと言えよう。一方、投票権、そして喫煙が成人の20
歳に与えられ、権利として認識されるようになる。2016年、日本では投票権だけ18歳に引
き下げられた。

（２）韓国社会
近代国民国家成立期から解放まで韓国は日本の強い影響下にあり、植民地支配期の1912

年からは「朝鮮民事令」(34) に従い、明治29（1896）年の『民法』(35) に準拠して用いた。
解放後も「朝鮮民事令」の効力は維持されたが、1960年に新しい韓国の『民法』が制定・
施行されることによって廃止された。その『民法』第４条に定める成年は、1960年には20
歳、さらに2005年には19歳に生物学的年齢が引き下げられた。

韓国でも1973年から大統領令として記念日の「성년의 날（成年の日）」を定め、記念式
を行っている (36)。その制定から今日に至るまでの変遷は、以下の通りである。

（表２）韓国の「성년의 날（成年の日）」の変遷（2015年現在）
番号 記念の日にち 主管部署 変更内容 制定日 『大統領令』

① 4月20日 文化観光部 　　－ 1973年₃月30日 第6615号

② 5月6日 文化観光部 日にち 1975年₄月28日 第7608号

③ 5月第3月曜日 文化観光部 日にち 1984年₉月22日 第11515号

④ 5月第3月曜日 国家青少年委員会 主管部署 2006年₉月₆日 第19675号

⑤ 5月第3月曜日 保健福祉部 主管部署 2008年₂月29日 第20741号

⑥ 5月第3月曜日 保健福祉家族部 主管部署 2010年₃月19日 第22076号

⑦ 5月第3月曜日 女性家族部 主管部署 2013年₆月17日 第24609号

＊『大統領令』は「各種記念日などに関する規定（각종 기념일 등에 관한 규정）」である。

（表２）でみるように、「成年の日」が制定から６回に亘って改正を行ってきた。②③
は日にち、④⑤⑥は主管部署の変更である。その行事は「国家と民族の将来を背負う成人
としての自負心と責任感を持たせる行事を行う（국가와 민족의 장래를 짊어질 성인으로

서의 자부심과 책임감을 갖게 하는 행사를 한다）」と記している。国家の記念日として「成
年の日」を定め、成年に自覚を求めてはいるが、日本のような休みの日、つまり韓国の「公
休日」ではなく、社会をあげて大々的に行う式典もない。日本と比べて軽んじられている
ことこそが生物学的年齢の成年に対する韓国社会の意識の表れと言えよう。

ところで2005年、改正を行った民法に定める19歳の成年は、父母の同意なしで結婚でき
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る、もう１つの成年の意味と結びついている。つまり、結婚の側面からすると、親の許可
なしで結婚ができ、自力で大人になれる生物学的年齢である。一方、親の同意があれば、
男女はともに18歳で結婚できる。19歳になると自由に結婚できるため、前倒しをして結婚
しても、１年早まることになる。

さらに韓国の成年男性には、『憲法』第39条１項と『兵役法』第３条１項によって兵役
が義務付けられている (37)。そもそもの「兵役法」は、解放後の1949年『法律』として公
布され (38)、朝鮮戦争（韓国では、「６・２５事変」という）中の1951年５月25日、兵役法
の改正を経て今に至っているものである (39)。

このように、1948年、韓国政府樹立以来、生物学的年齢に基づく成年、特に男性には兵
役という義務を課せつつ、権利として投票権を与えている。なお、投票権以外に喫煙の権
利も認められる。要するに、一定の学校教育の水準を保つ成年に兵役を求めることである。
ここでの学校教育というのは、基本的な読み書きの程度である。しかし、解放後から朝鮮
戦争を経て1960年代までの韓国では、読み書きができない人も多かった。戦争中は、兵力
が足りず、読み書きが十分ではない人も兵役を果たしたが、今や兵役義務を果たす目安の
学校教育は高卒以上である。

ところが、韓国社会と親の認識は生物学的年齢だけで成年という意識は弱く、法律だけ
が成年と見なしており、その意味で親や社会の認識と法律にはずれがある。こんな親や社
会の意識が強いため、大統領令の記念日としての「成年の日」を設けていても軽んじられ
ていると言える。要するに、「成年の日」を迎えた成年でも親や社会は完全な成年として
は認めない。

では、なぜ大統領令の「成年の日」による成年と法律の定める生物学的年齢の19歳の成
年、親と社会の認識とではずれがあるのか。それは、とりわけ親の意識が何段階かの過程
を経てこそ、成年として認めるからである。

まず、韓国の男は兵役が終わると、親は多少の成年として扱う。兵役は『民法』の定め
る成年という生物学的年齢とほぼ合致する。その背景には近代国民国家成立期から朝鮮戦
争を経て蓄積されてきた、成年と兵役という深い関わりの意識があると考えられる。

しかし、兵役を終えたからと言って完全に成年と見なされるわけではない。次に就職を
し、自分なりに経済的に自立することができる段階の人が成年と見なされる。一般的に韓
国では、男の子は大学在学中に休学をし、入隊して兵役義務を果たす。除隊をして大学に
復学し、残りの修学期間を終えて卒業し、就職をする運びである。大学を卒業しても、就
職をしていない、つまり就職浪人の場合は、就職するまで、その多くは親から小遣いをも
らうこともある。この場合は未成年という認識に等しい。女の子も学校を卒業し、社会に
出て就職をし、働きだしたりしたら成年と見なす傾向にある。そこで就職というのは、概
ね大学を卒業してからの就職と考えて良かろう。このことは、韓国では男女高校卒業生の
７～８割以上が大学に進学しているためである (40)。しかし最近、韓国の若者は就職して
も結婚をしない人が多く、結婚をしない限り、親にとってはいつまでも大人ではない。
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伝統的に韓国では婚礼（結婚）を行うと大人の「オルン」と見なす傾向にあるが、大人
もいきなり一人前の大人ではなく段階的意識が存在する。韓国では結婚して子供をもうけ
ないと、一人前の大人として扱わないこともある。さらに、子供を産んでも男の子がなく、
女の子だけを生んでいる場合、儒教的観念が強い門中の祭祀では、杯を捧げる献官、つま
り初献官、亜献官、終献官の役割を任さない。というのは、祭祀の担い手を再生産してい
ないため、中心的な役割を任せないということである。前近代における儒教の精神の中で
重視されてきた、祭祀の担い手を生産することが今日まで生きているのである。したがっ
て、祭祀の担い手をクリア（Clear）するのが真の大人である。未だに儒教の精神が根強
く残っている韓国では、門中によっては祭祀の担い手である男の子を再生産することを重
視しており、叶わない場合は一族から養子を迎え入れたりする。

このように、前近代の日韓での冠礼は、家系や一族の行事である性格が強かったが、特
に日本において敗戦後は国家が主導となって記念日を制定し祝う傾向に変わる。そして、
冠礼を行う時期も生物学的一定の年齢という基準になった。法律的に日韓それぞれの生物
学的年齢は20歳と19歳をもって成人及び成年と定めている。

しかし、韓国では親や社会の認識は、法律の定める生物学的年齢を越えたとして、必ず
成年扱いをするわけではなく段階的である。軍隊、就職という大きな節目をもって認識を
変えていく。その意味で、韓国では法律的はともかく、成年に対する親や社会の認識は日
本と異なる。

おわりに

以上、前近代、近代国民国家の成立、そして日本の敗戦（韓国の解放）という大きな３
つの時代の区切りをもって、冠礼の時系列的考察を行った。

そこで、人生儀礼の最初に当たる冠礼は家系や門中の儀式から社会ないし国家の行事へ
移り、また法律的義務と権利として規定される。近代国民国家成立後の冠礼は、その背景
に西洋の影響が強く働き、冠礼による伝統的な髪形や服装の変化は消え、年齢は生物学的
基準のもと兵役、そして学校教育と結び付けている。

前近代における冠礼は生物学的年齢とは関係なく、家系の事情、当事者の状況などに基
づいて行い、近代国民国家成立後、法律的の規定のもと生物学的年齢が重視されるように
なった。

本稿の考察で得られた結果を、わかりやすく表にして示せば、以下の通りである。
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（表３）日本の成人及び韓国の成年をめぐる事柄の対比
時
期 項目 日本 韓国 備考

前
近
代

髪型 男は「総角」、女は丸髷 男は「総角」、女はビニョ 冠礼で髪型が変化

服装 子供服から脱皮 子供服から脱皮 服装が変わる

冠礼 公家と武家が行う傾向 王族と貴族層が行う傾向 日韓の庶民は省略

名前 幼名を改める 幼名を改める 韓国では石・糞の名

成人の基準 家や個人の事情 家門や門中、個人の事情 年齢は関係が薄い

学校教育 特にはなし 伝統的教育機関はある 韓国は「書堂」あり

祝う日 冠礼を行う日 冠礼を行う日 特別な指定なし

兵役 なし 「良人皆兵制」による兵役 韓国は兵農一致

権利 成人扱い、飲酒 成年扱い、飲酒 日韓では成人扱い

社会の意識 冠礼後は成人 冠礼後は成年 冠礼後は成人

近
代
国
民
国
家
成
立
後

髪型 西洋式髪型 西洋式髪型の傾向 変化なしの傾向

服装 西洋式服 西洋式服の傾向 変化なしの傾向

式典 特にはなし 特にはなし 指定なし

名前 幼名の習慣が消える 幼名の習慣が残る 幼児死亡率と関係

成人の基準 生物学的年齢の20歳 生物学的年齢の20歳 民法の規定

学校教育 西洋式学校教育 西洋式学校教育は希薄 日本は徴兵と関連

祝う日 特にはなし 特にはなし 個々人別の祝い

兵役 兵役義務あり 特にはなし 兵役と教育が関連

権利 投票権、飲酒、喫煙、結婚 飲酒、喫煙、結婚 韓国は投票権なし

社会の意識 20歳は大人 20歳の大人の意識は薄い 日本では大人

敗
戦
後
‥
解
放
後

髪型 西洋式髪型 西洋式髪型 変化なし

服装 西洋式服 西洋式服 変化なし

式典 自治体の催し 特にはなし 日本は社会が祝う

名前 幼名なし 稀に幼名あり 医学の発達と関連

成人の基準 生物学的年齢の20歳 生物学的年齢の19歳 民法の規定

学校教育 本格的西洋式学校教育 本格的西洋式学校教育 韓国は兵役と関連

祝う日 1948年から「成人の日」 1973年から「成年の日」 国家が制定

兵役 特にはなし 兵役義務あり 日本は敗戦でなし

権利 投票権、飲酒、喫煙、結婚 投票権、飲酒、喫煙、結婚 日韓は同じ

社会の意識 20歳は成人及び大人 19歳の成年扱い意識は薄い 韓国は段階的認識

近代国民国家成立期の日本では学校教育、成人、兵役という概念が一体化にしていた。
とりわけ教育は兵役を遂行する上で、基本的に読み書き、そろばんを身につけさせた成人
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を戦争に駆り出すためであった。敗戦によって兵役義務が解除され、この３つは関連性が
なくなった。しかし、逆に韓国では解放後、朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）との対立、
朝鮮戦争による兵役義務が発生し、この３つが一体化して今も持続されている。

ところで、日韓では現代的冠礼を祝うため、それぞれ国家レベルの「成人の日」と「成
年の日」を設けている。法律的にも生物学的年齢の基準に基づいて一律に成人として認め
ている。しかし、日本社会では祝賀ムード（Mood）であるが、韓国社会ではそれと異なり、
記念日であるかどうかも気がつかないほど軽視されている。それは成年に対する韓国の親
と社会の意識を反映することと言える。背景には段階的に成年として認める傾向があるか
らである。日本にもニートとフリーターのような人がいて経済的に自立ができないため、
親と同居しているケースが多い。この場合は、経済的に自立していないので、完全な成人
と見なすのは難しい。特にグローバル（Global）化時代の成人及び成年は経済的自立度が
重視され、ことに韓国では親や社会は大学を卒業して就職をすれば、成年と認める傾向に
ある。

本稿では、冠礼をめぐる時系列的変遷という大きな流れの中で、成人及び成年に対して
国家が求める義務、法律的義務と権利、そして親や社会の認識を関連付けて考察をしてき
た。その時系列の中で、それぞれの時代において地域社会や親が成人に求めてきた事柄に
ついて詳細な追究を行うのは今後の課題である。なお、前近代の冠礼や幼名などは中国に
も見られ、影響関係を対照すべきであり、そうした先行研究もあるが、今回は記して後考
を期したい。
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（１）문옥표（ムンオクピョ）『조선의 관혼상제（朝鮮の冠婚葬祭）』（韓国精神文化研究院、1999年、
韓国）など
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Adults in Japan-Korea Society: A Study of the chronology of the 
Coming of Age ceremony

Kim Tae Ho
<Abstract>

This paper discusses transitions in the life ritual ceremonies in both Japan and 
Korean societies, in particular the “Coming of Age” ceremony and the contents of 
the transition. This comparative analysis between Japan and Korea includes the 
custom of the Coming of Age ceremony, and rights that are required as an adult 
after the Coming of Age ceremony, as well as the contemporary attitudes of 
parents and society towards the Coming of Age ceremony today. In this paper a 
careful consideration is put on the era of per-modern, the establishment of the 
modern nation-state, and the defeat of Japan and of the Korean release, with this 
big three era, it was time series considerations of Coming of Age ceremony.




